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第４章 ケーススタディの実施 

 
本章では、ケーススタディの実施を行った。 

具体的には、まず実施方針の検討を行った。次に、景観形成の事後評価実施対象事例を、

道路・橋梁・街路・河川・海岸・港湾・公園の各分野における景観形成関連のモデル事業等

から選定した。さらに、選定した事例ごとに事業特性・景観特性を配慮しつつ、景観形成事

後評価手法を検討し、実際に事後評価を実施した。評価の視点としては風景としての調和と

いった観点だけでなく、周辺への波及効果、市民の利用実態・意識等、客観的に論ずること

のできる事項を重点的に検討した。 
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 ケーススタディの実施にあたっては、以下の３つの段階に沿って各種調査を行うことを検

討した。 

 

■段階１）事前調査 

  施設周辺の概要や対象事例に関する計画・設計の意図等について、事前に、文献の収集

や、計画・設計者へのヒアリングを実施する。ここでは、「景観整備による波及効果を意

識して整備した内容・箇所」、及び、効果の具体的内容として「期待する効果」を抽出・

整理する。 

 

 ■段階２）現地での調査 

  ここでは、施設の利用者を対象とした調査として、アンケート調査、ヒアリング調査、

定点観測調査の３種類を実施する。 

  アンケート調査では、調査対象を主に施設周辺の住民とし、施設に対する印象評価、整

備前後における印象の変化、日常的な利用の内容、整備前後における利用の変化、等につ

いての回答を得る。これと計画・設計意図とを比較することにより、景観整備による波及

効果を捉えることができる。なお、観光客の利用が中心と思われる事例については、周辺

住民のみを対象とするのではなく、現地での利用者全般とする。 

  ヒアリング調査では、調査対象を利用団体とし、アンケート調査と同様の項目について

より詳細を聴取する。  

  定点観測調査では、利用者や施設周辺の建築物・施設等を対象とし、さらなる効果を確

認し、また効果が確認された箇所について整理する。 

 

■段階３）調査結果の整理 

  以上の調査結果を整理する。 

４．１ ケーススタディの実施方針検討 
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４．２ 景観形成の事後評価実施対象事例選定 

 

４．２．１ 選定の考え方 

調査対象事例（案）の選定の考え方は、以下に示す通り。 

 

①土木学会デザイン賞(2001～2007)を受賞した事例全てをリストアップする。 

 

②景観整備の効果をより把握しやすい地元に密着した整備事例を、アドバイザーの助言

を踏まえて追加する。 
 
③以上によりリストアップした事例の中から、より多くの整備効果が把握可能と考えら

れる事例を、調査候補事例として抽出する。 
 
この際、以下に留意する。 
 
・直轄事業の参考となる事例を優先する。 
・整備後経過年数に留意する（「利用者行動に与える効果」の調査対象は、原則として

竣工後 3 年、「施設周辺の景観に与える効果」の調査対象は、原則として竣工後 5 年

以上のものを対象とする）。 
・対象事例によって特に注目すべき効果については、差別化し詳細に把握する。 

・事例ごとに得られる効果の質・量が異なることを考慮し、以下のような事例の特性に

ついて対象事例相互のバランスに配慮する。 
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表４－１ 事例の特性と基準、効果との関係例 

特性 分類 基準 効果との関係 
①新規整備 新しく構造物が出現したもの、整

備前にはなかった機能（利用）が

新たに加わったもの 

事業による変化の影響が大きい

と想定される。そのため、事業に

よる効果と景観整備による効果

の整理が必要。 
整
備
種
類 

②改修整備 整備前後で機能（利用）は変わら

ず、景観整備によるグレードアッ

プを図ったもの 

景観整備による変化の影響が想

定される。特に、被験者に整備前

の記憶が残っている場合は整備

前後の比較が容易。 
①総合的整備 同一事業の中で複数の施設整備

が計画されているもの 
事業による変化の影響が大きい

と想定される。そのため、事業に

よる効果と景観整備による効果

の整理が必要。 

事
業
の
総
合
性 ②単体整備 事業として施設単体の整備に完

結しているもの 
景観整備による変化の影響が大

きいと想定される。 
①大 総合的事業や事業面積の大きい

もの 
地域全体の景観形成に影響しや

すい。 
事
業
規
模 

②小 単体事業や事業面積の小さいも

の 
コミュニティの景観形成に影響

しやすい。 
①実施 ワークショップや意見交換会な

ど継続的に住民参加を実施した

もの 

ワークショップ等へ参加したこ

とによる効果が大きいと想定さ

れる。 
Ｐ
Ｉ
の
実
施 

②実施してい

ない 
ワークショップなど住民参加の

手法を用いていないもの 
景観整備による効果が大きいと

想定される。 

①地域住民の

利用がある、

地域住民以外

の利用もある 

コミュニティの施設として、かつ

観光的な施設としての役割をも

つもの 

利用者にとっての景観整備の効

果の把握が可能。ただし、評価主

体によって効果の捉え方が異な

る場合があり、主体別の効果の意

味の整理が必要。 
②地域住民の

利用がある、

地域住民以外

の利用がない 

コミュニティの施設としての役

割を持つもの 
地域住民にとっての景観整備の

効果の把握が可能。 

③地域住民の

利用がない、

地域住民以外

の利用がある 

観光的な施設としての役割を持

つもの 
地域住民以外にとっての景観整

備の効果の把握が可能。 

利
用
者
の
属
性 

④地域住民の

利用がない、

地域住民以外

の利用もない 

周囲に人家等がなく人の利用を

前提としていないもの 
利用者効果、空間変化の把握は困

難。 
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４．２．２ 選定された 13 事例のリスト 

上記の選定の考え方に基づき、選定された 13 事例のリストを表４－２に示す。また、選定時に用いた調査候補地一覧を表４－３に示す。 

 

表４－２ 選定案一覧 

事業分野・施設 
都市・地域 

整備 
公園 河川 海岸 道路 街路・遊歩道 橋梁・高架橋 駅・駅前広場 港湾 

事例名称 

山
形
県
金
山
町
ま
ち
な
み
整
備 

豊
田
市
児
ノ
口
公
園 

太
田
川
基
町
護
岸 

津
和
野
川
河
川
景
観
整
備 

岸
公
園 

指
宿
海
辺
の
散
歩
道 

福
島
西
道
路 

壷
屋
や
ち
む
ん
通
り 

勝
山
橋
［
歩
車
］ 

油
津
堀
川
運
河
・
木
橋
（
夢
見
橋
） 

日
向
市
駅
周
辺
地
区
整
備 

門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
環
境
整
備 

汽
車
道 

デザイン賞受賞年度 07 04 03 02 03 ― ― 03 06 ― ― 01 01 

竣工年 ― 95 83 96 99 94 98 98 00 07   97 

所在都道府県 山
形 

愛
知 

広
島 

島
根 

島
根 

鹿
児
島 

福
島 

沖
縄 

福
井 

宮
崎 

宮
崎 

福
岡 

神
奈
川 

事業主体 直轄（国）●   ●  ●  ●       

現地調査・定点観測 ■        ▲     

地域住民等ｱﾝｹｰﾄ･ﾋｱﾘﾝｸﾞ              調査の確実性 

現地来訪者ｱﾝｹｰﾄ（面接） ■        ▲     

整備種類（新：新規整備、改：改修整備） 改 改 改 改 改 改 新 改 改 新 改 新 新 

事業の総合性（複合的整備●） ●    ●     ● ● ●  

事業規模（大：地域全体へ影響、小：コミュニティへ影響） 大 小 大 小 小 小 大 小 大 小 大 大 大 

ＰＩの実施（実施●） ● ●     ● ●  ● ●   

地域住民 ●  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
利用者の属性 

地域住民以外   ● ● ● ● ● ●    ● ● 

①機能評価 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

②施設・空間の印象評価 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

③親しみ・愛着 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● 
(1)意識変化 

④誇り ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

①利用形態・頻度等の変化 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

②商業活動の活性化 ●  ●   ●  ●   ● ● ● 

③地域活動（イベント・行事）活性化 ● ● ● ● ●  ● ●  ● ● ● ● 

④環境保全・学習活動  ●   ●  ●   ●    

⑤施設を核とした避難体制の構築              

⑥近隣住民同士の会話の場      ● ● ●      

⑦利用ルールの作成 ● ● ●    ●    ●   

⑧樹木の手入れ・花壇等の設置 ● ● ●   ● ● ●   ●   

(2)利用者行動

に与える効果 

⑨清掃等の維持管理活動 ● ● ●    ● ●  ● ●   

①商業活動の変化   ●   ● ● ●   ● ●  

②建物ファサード変化   ●   ● ● ●    ● ● 

③軒先空間の変化   ●   ● ● ●    ●  

④周辺景観の改善 ● ● ● ● ● ● ●    ● ● ● 

⑤周辺施設の連帯性の向上   ●   ●      ● ● 

想
定
さ
れ
る
整
備
効
果 

(3)施設周辺の
空間に与える

効果 

⑥視点場の形成   ● ● ● ● ●  ● ●  ●  

「利用者行動」の調査対象事例 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
調査候補地（案） 

「施設周辺」の調査対象事例 ● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ● ● 

 
 
 

【凡例】 

●…特に注目すべき効果 

■…気象条件、周辺地域特性等から調査に難がある。

▲…〃調査がやや困難と予想される。 
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本節では、前節で選定した 13 事例について実施したケーススタディの結果を、 
 ・事業概要 
 ・計画・設計の意図および期待される効果 
 ・調査方法と調査結果 

の項目で整理した。 
以下、13 事例についての結果の概要を示す。

４．３ ケーススタディの実施結果 
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Ⅰ．山形県金山町まちなみ整備 
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Ⅱ．児ノ口公園 

事業分野・施設所在都道府県 事業主体 調査範囲等

Ⅱ 児ノ口公園 公園 愛知 豊田市

意識変化 活動変化 空間変化

a: 全戸ポスティング
b: 直接聞き取り

○住環境が良くなった
○公園の印象が良くなった
○公園に対して愛着を持つよ
うになった
○環境への関心が高まった

○公園を利用する回数が増え
た
○公園で過ごす時間が長く
なった
○地域活動に参加するように
なった
○清掃等の維持管理活動を行
うようになった

利用団体へのアンケー
ト調査

直接聞き取り ○景観整備に対する意識の変
化

アンケート配布箇所

行
政

行政担当者へのヒアリ
ング

移動先へ伺ってのヒ
アリング

○景観整備に対する意識の変
化

○公園利用者が増えた
○学習などで利用されるよう
になった

○周辺人口が増えた
○公園でのイベントや出店が
増えた

定点観測位置

その他

豊田市

当時の関係者にヒアリング
/児ノ口公園愛護会、なん
でもギバー隊

平日・土日の公園利用者

対象

地域住民（公園周辺500m
区域）
回収数：a. 151通

公園利用者、対象地域の住
居

利
用
者
行
動
に
与
え
る
効
果

その他 ・整備をきっかけとして、地域の活動団体「児ノ口公園愛護会」が発足
・活動に参加する団体（なんでもギバー隊、学生プロジェクト等）の増加

○公園利用者の活動状況を確
認

○公園内の利用状況を確認

意
識
変
化

その他 ・施工に携わった社員の、環境に関する意識の高まり（近自然工法の重要性を認識）
　→自費でビオトープや自然を学ぶ助けとなる参考書（漫画）を出版
　→他社との情報共有（中部森林開発研究会、バイオフィット研究会等への参加）

整備した空間の機能向上に対する認知

建物ファサード変化

軒先空間の変化

利用ルールの形成

樹木の手入れ・花壇等の設置

清掃等の維持管理活動

商業活動の変化

周辺景観の改善

周辺施設の連帯性の向上

視点場の形成

外部評価の高まり

ー

ー

手法 捉えられた効果

・周辺住居の風通しが良くなり、公園内も涼しくなった

ー

・児ノ口愛護会が「ゴミは各自持ち帰り」、「①自己責任、②危機管理、③自然共生」

・児ノ口愛護会が日常的な維持管理、豊田市が照明や橋梁、東屋等個別施設の改修等を行なうという官民の役割分担が明確であ
る
・周辺住民、活動団体による清掃活動等の維持管理が行なわれている

ー施
設
周
辺
の
空
間

に
与
え
る
効
果

・視察者の増加
・外部表彰受賞
・周辺地価の上昇
・マンション建設時のPR材料

利用形態・頻度等の変化

商業活動の活性化

地域活動の活性化

環境保全、学習活動

施設を核とした避難体制の構築

近隣住民同士の会話の場

・ボーイスカウトの学びの場として活用
・環境学習の題材として活用

ー

現地での調査

定点観測調査

利
用
者

利用者へのアンケート
調査

・整備前と比較して愛着を持つようになった

・整備前と比較して誇りを持つようになった

・散策の際の公園利用が増え、周辺地域の子どもが釣り（ザリガニ、魚等）や水生生物を題材とした遊びや缶蹴り等遊び場とし
て利用している
（一方で、遊具の設置を望む声が一部で聞かれる）

多様な年齢層に利用されており 利用者層の広がりが見られるー

調査結果概要

事業特性事例名称

1995竣工、改修整備、ＰＩの実施あり

・自宅や店舗の改装

・自宅等周辺への花・植物の設置等

ー

景観整備による効果 具体内容

造形・施設・空間の印象評価

親しみ・愛着

誇り

・整備を契機として地域の活動団体が生まれ、整備前と比較して地域が運営する祭り・行事が数多く開催されるようになった。

・公園全体の印象は良く、整備前後を比較しても良くなったという評価が多い
（その一方で、整備前と比較して緑が鬱蒼としていることで公園内に立ち入りにくいという面も生じている）
・施工会社における意識変化（環境、近自然工法の重要性を認識）

直接聞き取り

公園内での定点観測

○公園を利用する回数が増え
た
○公園で過ごす時間が長く
なった

○地域の印象が良くなった
○公園の印象が良くなった
○公園に対して愛着を持つよ
うになった
○環境への関心が高まった

N

豊田市駅

１
２

３

４

５

６

７
８

９

１

１

１

１

１

１
５

１
１７

アンケー
ト配布箇

定点観測の

観測ポイント

▲親子連れでザリガニ釣りをしている様子 ▲子どもたちが虫取りをして遊んでいる様子

▲高校生がデートしている様子▲児ノ口愛護会・なんでもギバー隊の集会

▲公園北部に建設されたマンション　（出典：株式会社鈴建HP）
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Ⅲ．太田川基町護岸 

▲映画上映会の様子 
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Ⅳ．津和野川水辺空間整備 

事業分野・施設 所在都道府県 事業主体 調査範囲等

Ⅳ 津和野川水辺空間整備 河川 島根県 津和野土木事務所

意識変化 活動変化 空間変化

調査対象地から概ね
500m程度までの津和
野川沿川500世帯

①歴史的な雰囲気、津和野ら
しさを感じる
②まちづくりに対する関心が
高まる

①ウォーキングを新にはじめ
た
②川沿いの利用機会が増えた
③清掃活動に参加する

観光客 ①津和野川の観光利用 ①鷺舞い像での記念撮影
②川沿いの周遊

利用団体へのヒアリング
調査

・津和野町観光協会
・津和野町商工会

①観光拠点の周遊性の創出
②魅力的な観光ルートの創出
③イベントの復活
④記念撮影スポットの出現

定点観測調査 平日・休日 ①レンタサイクルによる周遊
観光
②団体観光客への効率的なガ
イド
③休憩、記念撮影での利用
④ グ現地調査（調査対象建築

物・施設の抽出）
・津和野町建設課

対象建築物等所有者等へ
のヒアリング調査

山陰合同銀行津和野
支店

○銀行の社員寮を歴史的な雰
囲気に即した意匠で建設

行
政

行政担当者へのヒアリン
グ

・津和野土木事務
所、当時の担当官、
津和野町建設課、教
育委員会

①津和野川の観光資源として
の認識
②行政官の調整能力の向上、
自信・達成感

①川沿いの観光客の増加
②橋詰広場の観光客の利用
③川沿いの市民利用の増加
④通学路を川沿いに変更
⑤イベント開催時の利便性の
向上

現地を見ながらのヒアリング

訪問ヒアリング

訪問ヒアリング

ポスティング

現地での聞き取り調査

訪問ヒアリング

津和野大橋橋詰での定点観測及
び幸橋～丸山橋間の巡回調査

新に建設された建物に、景観への配慮が見られた。
事業を布石として、まちづくりへの関心が高まり、景観検討の場への市民参画が盛んとなる。

周辺施設の連帯性の向上 魅力的な散策ルートが整備されたことで、観光拠点間の連帯性が向上した。
この整備を起点として、街並み整備のデザインの高質化が見られるようになった。

そ
の
他

外部評価 土木学会デザイン賞を受賞。

他事業への波及 街並み整備のデザインの高質化の布石となっている。

メディア露出 テレビ番組や旅行ガイドなどに取り上げられる機会が増加している。
演歌に歌われる：島津悦子「津和野川」2002年発売、オリコンチャート最高位30位

樹木の手入れ・花壇等の設置

清掃等の維持管理活動 イベント的な清掃活動の他に、日常の自発的な清掃活動も行われている。

施
設
周
辺
の
空
間
に
与
え

る
効
果

商業活動の変化 土産物店による団体客へのガイド時において、橋詰広場が有効に活用されている。

建物ファサード変化

軒先空間の変化

視点場の形成

周辺景観の改善

施設を核とした避難体制の構築

近隣住民同士の会話の場 散策時などに井戸端会議的な利用が見られる。

利用ルールの形成

知人が来た時に案内したい、街の顔だと思うといった回答が見られた。

利
用
者
行
動
に
与
え
る
効
果

利用形態・頻度等の変化 散策などでの利用が増加した。特に、ウォーキングを新に始められた方が多く見られた。
保育園が河原で子供を遊ばせるようになった。
川沿いを利用する観光客が増加した。

商業活動の活性化 土産物店による団体客へのガイド時において、橋詰広場が有効に活用されている。

地域活動の活性化 植栽活動や清掃活動が行われるようになった。
特に、清掃活動については、参加者が多い。

環境保全、学習活動

具体例

「津和野町まちづくり検討委員会」発足の布石となる。
高質なデザインが街中の街路整備に波及。

親しみ・愛着 川への愛着や親しみを感じているとの回答が多く見られた。

誇り

意
識
変
化

その他

機能評価 安全なルートであるとの認識が多く見られた。

造形　・空間の印象評価 歴史を感じる、津和野の街の雰囲気に合っているといった回答が見られた。
まちづくりへの関心の高まりが見られた。
観光客への聞き取り調査では、「津和野らしい風景」について、殿町通りの次に津和野川が挙げられている。

利
用
者

利用者へのアンケート調
査

施
設
周
辺

項目

事例名称 事業特性

調査結果概要

捉えられた効果現地での調査 対象 手法

定点観測位置

橋詰広場から太鼓谷稲成
にお参りする団体観光客

橋詰広場にて川を眺める
観光客

テラスに下りて鯉を眺め
る団体観光客

桜の木の下で休憩するレ
ンタサイクル利用の観光
客

ウォーキングを行う市民 自発的な清掃活動

清掃活動を行う消防署員
と橋詰で談笑する市民

犬の散歩 観光客を乗せて川沿いを
行く人力車

調査範囲
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Ⅴ．岸公園 
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Ⅵ．指宿海辺の散歩道 

事業分野・施設所在都道府県 事業主体 調査範囲等

Ⅵ 指宿海辺の散歩道 海岸 鹿児島 指宿市

意識変化 活動変化 空間変化

現地調査（調査対象建築
物・施設の抽出）

現地調査

対象建築物等所有者等へ
のヒアリング調査

訪問ヒアリング ○他の海岸地区との差別化
○お手本としての意識
○ブロック塀の撤去
○背後施設の建て替え
○出入り口の変化

行
政

行政担当者へのヒアリン
グ

訪問ヒアリング ○拠点として認知する
○市民誰もが知っている
○印象に残る
○街と海辺の一体感を感じる
○開放感がある

○拠点として認知する
○市民誰もが知っている
○印象に残る
○街と海辺の一体感を感じる
○開放感がある

○この場所をよく訪れる
○散歩・ジョギング・ウォーキング
○周りの景色を眺める

○他の海岸地区との差別化
○お手本としての意識

利用団体へのヒアリング
調査

摺ケ浜通り会
丹波小学校

ヒアリング ○拠点として認知する
○市民誰もが知っている
○印象に残る
○街と海辺の一体感を感じる
○開放感がある

同上 ○他の海岸地区との差別化
○お手本としての意識
○ブロック塀の撤去
○背後施設の建て替え
○出入り口の変化

砂楽
吟松
九電保養所

指宿市

摺ケ浜地区
散歩道から５００ｍ以内
（徒歩圏内）の世帯(５００
世帯）

ポスティング

事例名称 事業特性

調査結果概要

捉えられた効果

利
用
者

利用者へのアンケート調
査

施
設
周
辺

現地での調査 手法対象

項目 具体例

意
識
変
化

機能評価 拠点として認知している。市民誰もが知っている。街と海辺の一体感を感じる。開放感がある。他の海岸地区との差別化。お手本としての意識。

造形　・空間の印象評価 印象に残る。

親しみ・愛着 生活の一部に入り込んでいる。

誇り 観光地指宿のイメージ形成、指宿温泉の中心として認知されている。

利
用
者
行
動
に
与
え
る
効
果

利用形態・頻度等の変化 利用内容の変化（座る、休憩する、景色を眺める、ウォーキング　等）、利用頻度の変化

商業活動の活性化 －

地域活動の活性化 地域活動（イベント・行事）の活性化（菜の花ウォーキングマーチのコースとして利用）

環境保全、学習活動 －

施設を核とした避難体制の構築 －

近隣住民同士の会話の場 コミュニティ活動の変化（近隣の人々の社交の場として利用）

利用ルールの形成 －

樹木の手入れ・花壇等の設置 －

清掃等の維持管理活動 コミュニティ活動の変化（市民による清掃活動の実施）

施
設
周
辺
の
空
間
に
与
え
る

効
果

商業活動の変化 砂むし会館「砂楽」を同時に整備

建物ファサード変化 背後施設の建て替え

軒先空間の変化 －

周辺景観の改善 －

周辺施設の連帯性の向上 ブロック塀の撤去、出入り口の変化

視点場の形成 －

そ
の
他

他事業への波及 新たな事業として、散歩道の延長や子宝ロードの整備が検討されている。

ソフト事業との連携 高齢者の健康づくりの場となっている、子供たちの総合学習の場となっている

メディア露出 －

▲整備前の管理通路 ▲整備後のプロムナード

▲宿泊施設前面の塀が取り払われ、プロムナードとの一体性が生まれた

▲再整備された砂むし会館「砂
楽」
▲再整備された砂むし会館「砂楽」 ▲「砂楽」前の全天候型の砂むし

 

指宿・海辺の散歩道 

アンケート調査範

囲




